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は
じ
め
に

地
球
の
気
候
シ
ス
テ
ム
は
大
気
圏
・
水

圏
・
雪
氷
圏
・
生
物
圏
が
互
い
に
相
互
作

用
し
合
う
非
常
に
複
雑
で
巨
大
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
そ
の
巨
大
シ
ス
テ
ム
に
人
為

的
な
温
暖
化
と
い
う
強
制
を
与
え
る
こ
と

で
、
気
候
シ
ス
テ
ム
が
本
来
持
っ
て
い
る

自
然
変
動
（
揺
ら
ぎ
）
と
温
暖
化
の
影
響

が
重
な
り
合
い
、
ま
す
ま
す
混
沌
と
し
た

世
界
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
。
猛
暑
に

よ
る
熱
中
症
患
者
の
急
増
や
豪
雨
に
よ
る

甚
大
な
災
害
の
発
生
が
メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
減
災
の
観

点
で
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、「
地

球
の
沸
騰
化
」
を
両
極
端
に
曲
解
し
な
い

た
め
に
も
、
頻
発
す
る
気
象
災
害
の
発
生

要
因
を
客
観
的
に
明
ら
か
に
す
る
試
み
も

ま
た
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

地
球
の
平
均
気
温
の
上
昇
と
共
に
海
の

温
暖
化
も
進
行
し
て
い
る
。
近
年
、「
海
洋

熱
波
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
学
界
で
使
わ
れ

始
め
て
、
現
在
そ
の
現
象
に
つ
い
て
様
々

な
観
点
か
ら
精
力
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
実
は
日
本
近
海
は
世
界
的
に
見

て
も
最
も
海
の
温
暖
化
が
顕
在
化
し
て
い

る
海
域
で
あ
る
。
海
の
温
暖
化
は
海
洋
生

態
系
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
水
産

資
源
な
ど
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

う
る
が
、
本
稿
で
は
、
海
洋
熱
波
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
、
気
象
災
害
に
ど
の
よ
う

図―１　海洋熱波のカテゴリー分類
出典：NOAA Coral Reef Watch

な
関
与
を
し
て
い
る
の
か
に
限
定
し
て
解

説
を
し
て
い
き
た
い
。

海
洋
熱
波
の
定
義

海
洋
熱
波
（m

arine heat w
ave

）
の

定
義
の
仕
方
は
少
々
混
み
入
っ
て
い
る
。

あ
る
海
域
で
長
期
間
観
測
さ
れ
た
日
別
海

面
水
温
デ
ー
タ
を
低
い
順
に
並
べ
た
時
に
、

仮
に
一
〇
〇
日
間
の
デ
ー
タ
だ
と
す
る
と
、

低
い
方
か
ら
数
え
て
九
〇
番
目
の
値
（
九

九州大学大学院  理学研究院  教授 川村  隆一

海洋熱波がもたらす
気象災害の激甚化

し
て
、
気
候
値
と
九
〇
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

値
の
差
が
二
倍
を
超
え
る
と
カ
テ
ゴ
リ
ー

２
、
三
倍
を
超
え
る
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
３
、

四
倍
を
超
え
る
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
４
と
い
う

よ
う
に
そ
の
強
度
を
分
類
し
て
い
る
。
九

〇
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
は
確
率
一
〇
％
を

目
安
に
し
て
い
る
の
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
４

ま
で
い
く
と
過
去
に
ほ
と
ん
ど
経
験
の
な

い
よ
う
な
異
常
高
温
が
生
じ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

〇
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
）
を
閾
値
と

し
て
、
そ
の
閾
値
を
超
え
る
極
端
な

高
温
を
海
洋
熱
波
と
呼
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、
九
〇
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値

や
後
述
の
気
候
平
均
値
を
求
め
る
際

に
は
、
日
々
の
海
面
水
温
デ
ー
タ
に

ノ
イ
ズ
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
日
の
海
面
水
温
の
値
は
前
後
五

日
間
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
平
滑
化
を

す
る
と
い
う
前
処
理
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
移
動
平
均
の
処
理
に
よ
っ

て
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
海
面
水
温
の

変
化
を
も
と
に
何
日
間
も
持
続
す
る

よ
う
な
極
端
な
高
温
に
焦
点
を
当
て

て
い
る
。

ま
た
海
洋
熱
波
の
強
さ
に
つ
い
て

も
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ

て
い
る
（
図
―
１
）。
九
〇
パ
ー
セ

ン
タ
イ
ル
値
を
少
し
超
え
た
程
度
で

は
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
に
分
類
さ
れ
る
が
、

海
面
水
温
の
気
候
平
均
値
を
基
準
に
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こ
の
よ
う
な
海
洋
熱
波
が
ど
の
よ
う
な

気
象
災
害
を
も
た
ら
し
得
る
の
か
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
の
実
例
を
次
に
紹
介
す
る
。

海
洋
熱
波
が
大
雨
・
大
雪
を
増
幅
さ
せ
る

ま
ず
海
洋
熱
波
が
大
き
く
関
与
し
た
豪

雨
事
例
を
一
つ
あ
げ
た
い
。
令
和
六
年
（
二

〇
二
四
年
）
九
月
二
一
日
午
前
を
中
心
に

能
登
半
島
北
部
で
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生

し
、
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
な
ど
に
よ
っ
て

人
的
被
害
を
含
む
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
石
川
県
輪
島
市
で
は
一
時
間
降
水

量
が
一
二
一
㍉
㍍
を
記
録
し
観
測
史
上
一

位
の
値
を
更
新
し
て
い
る
（
気
象
庁
）。

台
風
本
体
に
よ
る
大
雨
を
除
く
と
、
秋
雨

期
に
日
本
海
沿
岸
地
域
で
こ
の
よ
う
な
豪

雨
が
発
生
す
る
の
は
極
め
て
稀
な
現
象
で

あ
る
。

図
―
２
は
九
月
二
〇
日
の
日
本
周
辺
の

大
規
模
な
水
蒸
気
の
流
れ
を
可
視
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
台
風
14
号
が
黄
海
上
で
再

発
達
し
、
台
湾
付
近
の
熱
帯
低
気
圧
と
相

ま
っ
て
太
平
洋
高
気
圧
と
の
間
で
東
西
気

圧
勾
配
が
強
ま
り
、
東
シ
ナ
海
経
由
で
日

本
海
へ
多
量
の
水
蒸
気
が
流
入
し
て
い
る

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
能
登

半
島
へ
向
か
う
水
蒸
気
の
流
れ
の
最
大
値

は
一
六
〇
〇
kg 　

 　
　
（
㌔
㌘
、
㍍
、
秒
）

に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
雨
量
換
算
で
八

〇
㍉
㍍
（
七
〇
㍉
㍍
が
豪
雨
発
生
の
一
つ

の
目
安
）
の
膨
大
な
水
蒸
気
が
秒
速
二
〇

m−1

水蒸気の流れの強さと方向を矢印で示す。濃い陰影は特に強い水蒸気の
流れが生じている地域。黄海上の台風14号近傍の内円は台風中心から
半径 550km、外円は半径 2500km の地域を示す。内円と外円で挟ま
れた領域で台風の遠隔降雨が局地的に生じる

図―２　2024年 9月20日の鉛直積算水蒸気フラックスの水平分布

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、
海
に
も
大
き
な
異

変
が
起
き
て
い
た
。
次
頁
図
―
３
は
九
月

二
一
日
に
お
け
る
西
部
太
平
洋
域
の
海
洋

熱
波
の
発
生
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
周
辺
海
域
で
は
広
範
囲
に
海
洋
熱
波

が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
黄
海
か

ら
日
本
海
南
部
に
か
け
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー

３
に
相
当
す
る
海
洋
熱
波
が
発
生
し
て
い

㍍
の
速
さ
で
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
気
象
庁
に
よ
る
と
九
月
二
〇
日
未

明
に
は
秋
田
県
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

九
月
二
一
日
早
朝
に
は
石
川
県
で
も
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
た
。
台
風
近
傍
か
ら
遠

方
に
延
び
る
水
蒸
気
の
強
い
流
れ
の
下
で

局
在
化
し
た
活
発
な
降
水
域
は
「
台
風
の

遠
隔
降
雨
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
の
線
状

降
水
帯
も
台
風
の
遠
隔
降
雨
の
一
部
と
し

る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
―
２
で
示
し
た
通

り
、
台
風
の
遠
隔
降
雨
が
生
じ
て
い
る
ち
ょ

う
ど
直
下
の
海
域
で
顕
著
な
海
洋
熱
波
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
能
登
半
島
北

部
の
記
録
的
な
豪
雨
に
何
ら
か
の
影
響
を

与
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
予
想
さ
れ

る
。そ

こ
で
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

な
ぜ
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
た
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
領
域
気
象
モ
デ

ル
を
用
い
た
高
解
像
度
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
ま
た
豪
雨
再
現
実

験
と
並
行
し
て
、
日
本
海
全
域
の
海
面
水

温
を
平
年
値
に
置
き
換
え
た
海
面
水
温
改

変
実
験
を
行
っ
た
。
海
面
水
温
改
変
実
験

は
日
本
海
の
海
洋
熱
波
を
取
り
除
い
た
数

値
実
験
で
あ
る
。
両
実
験
を
比
較
す
る
こ

と
で
豪
雨
に
対
す
る
海
洋
熱
波
の
影
響
を

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、

海
洋
熱
波
が
台
風
の
遠
隔
降
雨
を
増
幅
さ

せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
海
全
域
の
改
変
実
験
で
は
、
能
登

半
島
豪
雨
の
期
間
降
水
量
の
最
大
値
で
三

八
％
、
領
域
平
均
値
で
二
七
％
が
海
洋
熱

波
に
よ
る
も
の
と
見
積
も
ら
れ
た
。
特
に
、

能
登
半
島
風
上
側
に
あ
た
る
海
域
の
（
平

年
に
比
べ
て
＋
四
・
五
℃
を
超
え
る
）
異

常
高
温
が
台
風
の
遠
隔
降
雨
を
局
地
的
に

増
幅
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
た
。

異
常
高
温
は
海
面
か
ら
大
気
へ
の
活
発
な

熱
・
水
蒸
気
の
供
給
を
促
す
と
同
時
に
大

ｓ−1
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気
下
層
を
不
安
定
化
さ
せ
る
。
も
し
海
洋

熱
波
が
発
生
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
の
豪
雨
災
害
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
、
台
風
の
遠
隔
影
響
な
ど

に
よ
り
、
日
本
海
へ
多
量
の
水
蒸
気
が
流

入
し
て
く
る
時
に
日
本
海
で
顕
著
な
海
洋

熱
波
が
発
生
し
て
い
る
と
、
風
下
側
に
位

置
す
る
西
日
本
か
ら
北
陸
地
方
、
東
北
地

方
の
日
本
海
沿
岸
地
域
に
記
録
的
な
豪
雨

が
発
生
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
急
激
に
高

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
台
風
が

関
連
す
る
東
日
本
太
平
洋
沿
岸
の
大
雨
も

海
洋
熱
波
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
事
例
も

最
近
報
告
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇

二
三
年
九
月
八
日
に
台
風
13
号
の
影
響
に

よ
り
千
葉
県
な
ど
で
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
、
千
葉
県
茂
原
で
は
観
測
史
上
一
位
の

日
降
水
量（
三
九
一
㍉
㍍
）を
記
録
し
た
。

こ
の
時
、
関
東
沖
の
黒
潮
の
流
れ
（
黒
潮

続
流
）
が
北
に
大
き
く
蛇
行
し
て
お
り
、

大
蛇
行
に
伴
う
海
洋
熱
波
が
線
状
降
水
帯

に
よ
る
降
水
量
を
増
幅
さ
せ
た
こ
と
が
数

値
実
験
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
大
雪
に
も
海
洋
熱
波
が
関
与
し

て
い
る
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
黒
潮
続

流
が
蛇
行
す
る
と
、
し
ば
し
ば
暖
水
渦
が

続
流
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
が
起
こ
る
。

二
〇
二
五
年
二
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け

て
北
海
道
十
勝
地
方
で
は
大
雪
と
な
り
、

帯
広
で
は
観
測
史
上
一
位
の
一
二
時
間
降

雪
量
（
一
二
〇
㌢
㍍
）
を
記
録
し
た
。
こ

の
大
雪
の
発
生
に
十
勝
沖
の
暖
水
渦
に
伴

う
海
洋
熱
波
が
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、

暖
水
渦
の
元
を
辿
る
と
続
流
か
ら
切
離
し

て
北
上
し
て
き
た
渦
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
海
沿
岸
部
で
は

北
陸
地
方
の
大
雪
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
対
馬
海
流
か
ら
分
岐
し
た
流
れ
に
よ

る
東
朝
鮮
湾
（
朝
鮮
半
島
北
東
部
の
湾
）

の
海
洋
熱
波
が
、
北
陸
に
豪
雪
を
も
た
ら

す
日
本
海
寒
帯
気
団
収
束
帯（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｚ
）

を
発
達
さ
せ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。

海
洋
熱
波
の
発
生
要
因

海
洋
熱
波
の
発
生
要
因
は
二
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
一
つ
目
の
要
因
は
雲
量
減
少
に

よ
る
日
射
量
の
増
加
や
海
上
風
速
の
弱
化

に
よ
る
海
面
蒸
発
の
抑
制
が
長
期
間
続
く

こ
と
で
、
海
面
付
近
の
海
水
が
加
熱
さ
れ

て
極
端
な
高
温
と
な
る
。
図
―
３
に
見
ら

れ
る
黄
海
か
ら
日
本
海
南
部
に
か
け
て
の

海
洋
熱
波
の
発
生
は
、
実
は
昨
年
（
二
〇

二
四
年
）
夏
季
の
異
常
な
ほ
ど
の
猛
暑
が

日
本
近
海
の
海
面
水
温
を
上
昇
さ
せ
、
九

月
ま
で
持
続
し
た
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て

い
る
。

二
つ
目
の
要
因
は
海
流
の
蛇
行
や
暖
水

渦
に
よ
る
海
面
水
温
の
上
昇
で
あ
る
。
先

述
の
黒
潮
続
流
の
蛇
行
、
蛇
行
に
よ
っ
て

切
離
さ
れ
た
暖
水
渦
、
対
馬
海
流
の
分
岐

な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
前
者
の
要
因
に

よ
る
海
水
温
の
上
昇
は
主
に
水
深
数
十
㍍

ま
で
の
海
洋
表
層
で
顕
著
で
あ
る
が
、
対

照
的
に
後
者
の
要
因
で
は
水
深
数
百
㍍
ま

で
高
温
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま

た
海
洋
熱
波
の
継
続
期
間
も
後
者
の
方
が

一
般
的
に
長
期
間
に
わ
た
る
。
こ
の
よ
う

に
発
生
要
因
が
異
な
る
と
、
海
洋
熱
波
の

水
平
・
鉛
直
ス
ケ
ー
ル
や
時
間
ス
ケ
ー
ル

も
異
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
近
海
の
海
面
水
温
の
上
昇

今
世
紀
に
入
っ
て
も
日
本
周
辺
海
域
の

凡例の数値は海洋熱波のカテゴリーを示す。カテゴリー０は海洋熱波の
発生がないことを示している。カテゴリーの詳細は図―１参照

図―３　2024年9月21日の海洋熱波の発生状況
出典：NOAA Coral Reef Watch
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す
る
と
日
中
の
海
風
に
よ
る
陸
上
気
温
の

昇
温
抑
制
が
有
効
に
機
能
せ
ず
、
日
最
高

気
温
の
上
昇
に
歯
止
め
が
効
か
な
い
。
近

年
、
酷
暑
に
よ
る
熱
中
症
死
亡
者
の
増
加

も
気
象
災
害
の
一
つ
と
捉
え
始
め
ら
れ
て

お
り
、
熱
中
症
死
亡
者
の
急
増
も
海
洋
熱

波
の
発
生
と
無
関
係
で
は
な
い
。
豪
雨
事

例
と
し
て
あ
げ
た
能
登
半
島
豪
雨
も
千
葉

県
の
豪
雨
も
直
近
三
年
間
に
発
生
し
た
海

洋
熱
波
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
台
風
の
遠
隔
降

雨
の
一
部
と
し
て
線
状
降
水
帯
も
発
生
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
台
風
の
遠
隔

降
雨
が
日
本
周
辺
海
域
で
発
生
す
る
海
洋

熱
波
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
と
、
沿
岸
地

域
で
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
す
る
危
険
度

が
高
ま
る
こ
と
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
一
方
、
台
風
な
ど
の
降
水
シ
ス
テ

ム
の
日
本
へ
の
影
響
が
な
け
れ
ば
海
洋
熱

波
は
降
水
量
増
加
に
寄
与
し
な
い
が
、
代

わ
り
に
酷
暑
を
さ
ら
に
強
め
て
熱
中
症
に

よ
る
死
亡
者
増
と
い
う
人
的
被
害
を
増
大

さ
せ
る
。
私
た
ち
は
海
洋
熱
波
が
も
た
ら

す
気
象
災
害
の
激
甚
化
に
向
き
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
生
き
て
い

る
。
災
害
の
軽
減
の
た
め
に
は
、
日
本
周

辺
海
域
の
海
洋
熱
波
の
精
密
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
台
風
の
遠
隔
降
雨
な
ど
の
予
測
精

度
の
向
上
が
必
須
で
あ
る
が
、
私
た
ち
自

身
も
避
難
の
初
期
行
動
な
ど
日
ご
ろ
の
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

近
年
の
海
洋
熱
波
の
頻
発
を
反
映
し
て
い

る
。東

ア
ジ
ア
全
域
の
台
風
に
よ
る
極
端
降

水
を
調
べ
て
み
る
と
、
近
年
の
極
端
降
水

の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
増
加
の
要

因
と
し
て
、
直
接
的
に
は
台
風
自
体
の
活

動
度
や
経
路
の
長
期
変
動
傾
向
が
関
連
し

て
い
る
が
、
先
述
の
能
登
半
島
豪
雨
の
事

例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
特
に
日
本
の
極

端
降
水
に
お
い
て
海
洋
熱
波
が
台
風
の
遠

隔
降
雨
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
が

部
分
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
台
風
が
も
た
ら
し
た
顕
著
な
災
害
事

例
に
つ
い
て
、
海
水
温
上
昇
の
影
響
を
評

価
し
た
事
例
研
究
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、

系
統
的
に
海
洋
熱
波
が
台
風
本
体
の
降
雨

や
遠
隔
降
雨
に
与
え
る
影
響
を
評
価
し
た

研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の

更
な
る
研
究
が
待
た
れ
る
。

お
わ
り
に

地
球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
り
海
面
水
温

も
上
昇
し
て
い
く
た
め
、
今
後
益
々
海
洋

熱
波
が
頻
発
す
る
怖
れ
が
あ
る
。
直
近
三

年
間
（
二
〇
二
三
―
二
〇
二
五
年
）
に
お

い
て
も
日
本
は
酷
暑
に
見
舞
わ
れ
た
。
酷

暑
の
主
因
で
あ
る
日
本
上
空
の
高
気
圧
の

強
ま
り
は
日
射
量
の
増
加
を
介
し
て
沿
岸

海
域
の
海
面
水
温
を
上
昇
さ
せ
る
。
特
に

異
常
高
温
と
な
っ
た
海
域
は
海
洋
熱
波
と

同
定
さ
れ
る
。
沿
岸
海
域
の
水
温
が
上
昇

海
面
水
温
の
上
昇
傾
向

は
止
ま
っ
て
い
な
い
。

図
―
４
は
過
去
四
〇
年

間
（
一
九
八
〇
―
二
〇

一
九
年
）
の
海
面
水
温

デ
ー
タ
か
ら
気
候
平
均

値
を
求
め
て
、
最
近
一

〇
年
間
（
二
〇
一
〇
―

二
〇
一
九
年
）
の
海
面

水
温
が
平
均
値
に
比
べ

て
ど
の
程
度
高
温
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
示

し
て
い
る
。
た
だ
し
、

梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
、

猛
暑
、
台
風
へ
の
影
響

を
考
慮
し
て
夏
季
三
か

月
（
七
―
九
月
）
に
限

定
し
て
い
る
。
東
シ
ナ

海
か
ら
、
日
本
海
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
、
そ
し
て

北
太
平
洋
に
至
る
広
域

で
高
温
が
拡
が
っ
て
い

る
。
特
に
日
本
海
、
東

日
本
太
平
洋
沿
岸
、
北

海
道
沿
岸
で
＋
一
・

五
℃
を
超
え
て
お
り
、

日
本
近
海
の
水
域
で
海
面
水
温
高
い

集
中
豪
雨
も
海
洋
熱
波
の
寄
与
が
大

ここでの夏季は7−9月の３か月である。過去40年間（1980−2019年）
の平年値からの偏差で示す

図―４　最近10年間（2010−2019年）の夏季の海面水温偏差の空間分布　　


